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茨城県は,21世紀の到来を見越 して,長期的な展望のもとに県上の基

盤整備を行っております。県南地域におきましては,「つ くば」の新た

な展開と国際性豊かな自立都市圏の形成をめざし,広域的な連携を深め

る交通体系の整備に努めております。

県道谷田部藤代線道路改良工事は, この整備事業に伴い計画されたも

ので,そ の予定地内には,埋蔵文化財の包蔵地である日枝西遺跡,上岩

崎南遺跡が確認されておりました。

このたび,財国法人茨城県教育財団は,茨城県と埋蔵文化財発掘調査

について委託契約を結び,平成 4年 4月 から6月 にかけて県道谷田部藤

代線道路改良工事地内に所在する遺跡の埋蔵文化財発掘調査を実施 して

まいりました。

本書は, 日枝西・上岩崎南両遺跡の調査成果を収録 したものであり本

書が学術的な研究資料としてはもとより,教育,文化向上の一助として

活用されますことを希望いたします。

なお,発掘調査及び整理にあたり,委託者である茨城県はもとより茨

城県教育委員会,茎崎町教育委員会をはじめ,関係各機関及び関係各位

から御指導,御協力を賜 りましたことに対 し,衷心より感謝の意を表 し

ます。

平成 6年 3月

財団法人 茨城県教育財団

理事長 盛 田  勇
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1 本書は,茨城県の委託により,財団法人茨城県教育財団が,平成 4年 4月 から同年 6月 まで

実施した,茨城県稲敷郡茎崎町に所在する日枝西遺跡,上岩崎南遺跡の発掘調査報告書である。

なお, 2遺跡の所在地は久の通 りである。

日枝 西 遺 跡  稲敷郡茎崎町大字上岩崎字日枝西1,151-1番 地ほか

上岩崎南遺跡  稲敷郡茎崎町大字上岩崎字新田前283番地ほか

2 日枝西遺跡,上岩崎南遺跡の調査及び整理に関する教育財団の組織は,次のとおりである。

長理 事 醸  田  勇 昭和63年 6月 ～

副 理 事 長 角 田 芳 夫 平成 3年 7月 ～

専 務 理 事 中 島 弘 光 平成 5年 4月 ～

常 務 理 事 本 田 三 郎 平成 3年 4月 ～平成 5年 3月

事 務 局 長 藤 枝 宣 一 平成 4年 4月 ～

埋蔵 文 化 財部 長
石 井  毅

安 蔵 幸 重

平成 2年 4月 ～平成 5年 3月

平成 5年 4月 ～
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管

理
課

長

事

課

主

主 任 調 査 員

主 任 調 査 員

水 飼 敏 夫

根 本 康 弘

川 井 正 一

杉 山 秀 一

平 成 4年 4月 ～ (平成 2年 4月 ～平成 4年 3月 企画管理課長代理 )

平成 3年 4月 ～平成 5年 3月

平成 5年 4月 ～

平成 4年 4月 ～

経
　
理
　
課

長

長

任

事

事

課

課

主

主

主

課 長 代 理

行

明

郎
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作
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一二

康

士
口

浩

田

幡

木

島

貫

司

藤

小

鈴

飯

大

軍

平成 4年 4月 ～平成 5年 3月

平成 5年 4月 ～

平成 5年 4月 ～

平 成 4年 4月 ～ (平成 3年 4月 ～平成 4年 3月 企画管理課 )

平 成 4年 4月 ～ 平 成 5年 3月 (平成 2年 4月 ～平成 4年 3月 企画管理課 )

平成 5年 4月 ～

調

査

課

隷 ∞

隷 ∞

調査第二班長

主 任 調 査 員

主 任 調 査 員

石 井  毅

安 蔵 幸 重

和 田 雄 次

小松崎 猛 彦

中 村 教 治

平成元年 4月 ～平成 5年 3月

平成 5年 4月 ～

平成 4年 4月 ～平成 5年 3月

平成 4年 4月 ～平成 4年 6月 調査

平成 4年 4月 ～平成 4年 6月 調査

整

理

課

課    長

課    長

主 任 調 査 員

沼 田 文 夫

阿久津  久

中 村 敬 治

平成 2年 4月 ～平成 5年 3月

平成 5年 4月 ～

平成 5年度整理・執筆・ 編集



3 本書に使用 した記号等については,第 1章第 3節 3「遺構及び遺物の記載方法」の項を参照

されたい。

4 本書の作成にあたり,縄文式土器については,茨城県立歴史館主任研究員の斉藤弘道氏に御

指導をいただいた。

5 発掘調査及び整理に際 して,御指導,御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対 し,深

く感謝の意を表 します。

6 遺跡の概要

遺  跡  名 日枝西遺跡 。上岩崎南遺跡

フ リ ガ ナ ヒエダニシイセキ・ カ ミイワサキ ミナ ミイセキ

一呂 題 一般県道谷田部藤代線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書

シ リ ー  ズ 茨城県教育財団文化財調査報告第90集

著 者 中 村 敬 治

編 集 機 関 財団法人 茨城県教育財団

発 行 機 関 財団法人 茨城県教育財団

住 所 〒310 茨城県水戸市見和 1丁 目356番地の 2

発  行  日 1994(平厄篤6)有F3月 31日

所 収 遺 跡 市 町 村 コ ー ド 】ヒ    糸皐 東   経 標   高

日枝 西 遺 跡 茎崎町 08445- 35° 58′ 25 140° 05'00″ 22m

上岩崎南遺跡 茎崎町 08445-― 35° 58'15 140° 05'01″ 21m

所 収 遺 跡 主 な 時 代 主 な 遺 構 主  な 遺 物

日枝 西 遺 跡 縄文時代中期 竪穴住居跡 3軒

地点貝塚 2か所

土器 (加 曽利E式),石器品

土製品 (陽物土製品)

上岩崎南遺跡 中 。近世 濤 1条
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第 1章 調 査 経 緯

第 1節 調査に至る経過

一般県道谷田部藤代線は,国道357号 の分岐点である,つ くば市大学谷田部地内を起点として
,

稲敷郡茎崎町を横断し国道 6号 との分岐点である,北相馬郡藤代町大字藤代地内に至る,総延長

14.26kmの 稲敷地方の主要な道路である。

茨城県は,県南地域の広域的な連携を深める交通体系の整備を推進 しており, この整備事業の

一環として,稲敷郡茎崎町上岩崎地区の, クランク状線形の政良と幅員の確保を目的とした,一

般県道谷田部藤代線道路改良工事 (幅員8.5m,総延長1.38km)を 計画 した。

工事に先立ち,平成 3年 9月 10日 に茨城県は,茨城県教育委員会に工事予定地内に痛ける埋蔵

文化財包蔵地の有無について照会した。これに対 し,茨城県教育委員会は,平成 3年 10月 22日 に

現地踏査を,平成 4年 1月 初旬に試掘調査を実施 し,工事予定地内に日枝西遺跡,上岩崎南遺跡

の存在を確認 した。茨城県教育委員会は,文化財保護の立場から,埋蔵文化財の取 り扱いについ

て協議を重ねた結果,現状保存が困難であるとし,記録保存の措置を講ずることとなり,平成 4

年 1月 10日 に調査機関として茨城県教育財団が紹介された。茨城県教育財団は,茨城県と埋蔵文

化財発掘調査に関する業務委託契約を締結 し,平成 4年 4月 1日 から, 日枝西遺跡,上岩崎南遺

跡の調査を実施することとなった。

第 2節 調査経過

日枝西遺跡,上岩崎南遺跡の発掘調査は,平成 4年 4月 1日 から平成 4年 6月 30日 までの 3か

月にわたって実施された。以下,調査の経過について,そ の概要を記述する。

4月 前半  発掘調査に必要な事務所や現場倉庫の設置,調査器材搬入及び作業員の雇用を行っ

た。

4月 後半  20日 には,発掘調査の円滑な推進 と作業の安全を願って,鍬入れ式を挙行 した。上

岩崎南遺跡の清掃作業を行い,調査区内にグリッドを設定 し,試掘を開始 した。23日

には, 4分の 1ま での試掘を完了 したが,調査区南部の一部に遺構が確認 されたに過

ぎなかった。そのため遺構の存在が確認 された周辺を拡張するという方法を採 り,人

力による表土除去と遺構確認を併せて行った。その結果,濤 1条が確認 され,遺構調

査を開始 した。

5月 前半  日枝西遺跡においては, グリッド試掘の結果調査区のほぼ全域から遺構が確認 され



たため,重機による表土除去を計画 した。 8日 には併行 していた上岩崎南遺跡の遺構

調査を終え,11日 には日枝西遺跡の南部から表土除去と,併せて遺構確認作業を開始

した。その結果,竪穴住居跡 3軒,土比30基,濤 1条,地点貝塚 1か所が確認された。

5月 後半  15日 から日枝西遺跡の遺構調査を調査区中央部の第 1号住居跡から開始 した。第 1

号及び第 3号住居跡内からは,地点貝塚が確認された。特に第 1号住居跡内の地点只

塚は,広範囲のため50cmメ ッシュを組み,貝を取 り上げた。只種は,ヤ マ トシジミ

のみであり,他の貝種は含まれていなかった。

6月 前半  第 1号及び第 3号住居跡からは,多量の縄文式土器片 (縄文時代中期加曽利E式期 )

が出上 した。第 3号住居跡の下層から有孔鍔付土器片が出上 した。

6月 後半  20日 に, 日枝西遺跡において現地説明会を開催 し,遺構・遺物を一般公開 した。24

日には, 日枝西遺跡,上岩崎南遺跡の航空写真を撮影 した。29日 までに, 日枝西遺跡 ,

上岩崎南遺跡の補足調査,埋め戻 し及び安全対策を実施 し,30日 には,一切の現地調

査を完了 した。

第 3節 調査方法と遺構・遺物の記載方法

1 地区設定

日枝西遺跡,上岩崎南遺跡の発掘調査を実施するに当た り,遺跡及び遺構の位置を明確にする

ため調査区を設定 した。

調査区の設定は, 日本平面直角座標第Ⅸ系 ,

m方眼を設定 し, この40m四方の区画を大

調査区(大 グリッド)と した。 さらに, この

大調査区を東西,南北に各々十等分 して
,

4m四方の小調査区 (′トグリッド)を設定 し

た。

調査区の名称は,ア ルファベ ットと算用

数字を用いて表記 した。まず,大調査区の

名称は,北から南へ「 AJ・「 B」 ・・,西から

東へ「 1」 。
「 2J・ …とし,そ の組み合わせで

「 Al区」,「 B2区 J・
…のように呼称 した。

さらに,大調査区を4m方眼に 100分割 し

た小調査区をそれぞれ同様に,北から南ヘ

X軸 (南北)。 Y軸 (東西)を基準点 として,40

1             2            3

κ

Ⅵ ヽ

第 1図 調査区の呼称方法概念図
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「 a」 。「 b」―。「 j」 ,西から東へ「 1」 。「 2」 …「 9」 。
「 0」 と小文字を付 した。各小調査区の名

称は,大調査区の名称 と合わせて,「 A lal」 区 。「 B2b2」 区のように呼称 した。

なお,基準点の杭打ち測量は,財団法人茨城県建設技術公社に委託 し実施 した。

両遺跡における基準点の座標は,次のとお りである。

(1)日 枝西遺跡  (D2al)X軸 (南北)-2,760m,Y軸 (東西)+24,200m

(2)上岩崎南遺跡 (B la。)X軸 (南北)-3,200m,Y軸 (東西)+24,036m

2 基 本 層 序 の検 討

(1)日 枝西遺跡

日枝西遺跡においては,調査区中央部 C lg。

区にテス トピットを設定 し,第 2図に示すよ

うな土層の堆積状況を確認 した。

第 1層は黒褐色の耕作上であり,厚さは25

～30cmである。第 2層は褐色のソフトローム

層への漸移層であり,厚 さは20～30cmである。

第 3層は褐色のソフ トローム層であり, ロー

ム粒子が多量に混入しており,厚さは15～35

cmである。耕作によると思われる撹乱がこの

層まで達 している。第4層はにぶい褐色のハ

ー ドローム層への漸移層であり,厚 さは30～

60cmである。第 5層は明褐色のハー ドローム

層であり,粘性 。しまりとも強 く,厚さは75

～105cmで ある。

日枝西遺跡の遺構は,表上下40～50cm程の

第 2層上面から確認されている。

(2)上岩崎南遺跡

上岩崎南遺跡においては,調査区南部B lc8

区にテス トピットを設定 し,第 3図に示すよ

うな土層の堆積状況を確認 した。

第 1層は黒褐色の耕作上であり,厚 さは20

～70cmである。第 2層は褐色の耕作土からソ

22.7m ―――

22.O  ―――

21,0  _

第 2図 日枝西遺跡土層柱状図

2α2m― ―

18.0
爾聯鞘報‡ 5
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フトローム層へ漸移層である。ローム粒子, ローム小ブロックが滉在 し,耕作による撹乱が多く,

厚さは35～ 50cmで ある。第 3層は明褐色のソフ トローム層からハー ドローム層への漸移層であ

り,厚さは45～55cmである。第 4層は明褐色のハー ドローム層であり,厚 さは65～70cmである。

第 5層は明褐色のハー ドローム層から粘土層への漸移層になっており,厚 さは30～40cmである。

上岩崎南遺跡の遺構は,表上下30～40cm程の第 2層上面から確認されている。

3 遺構・ 遺物 の記載方法

本書における遺構及び遺物の記載方法は,以下のとおりである。

(1)使用記号

遺構                      遺物

名称 住居跡 土 坑 濤 ピッ ト 地点貝塚

記 号 SI SK SD P"・ SM

(2) 遺構及び遺物の実測図中の表示

土 器 土製品 石 器 古銭

P DP Q M

El炉  饉 院土 目量霞憂量目貝

・  土 器     。 土製品     口 石器 。石製品

(3) 土層の分類

土層観察における色相の判定は,『新版標準土色帖』 (小山正忠 。竹原秀雄 日本色研事

業株式会社)を使用した。

(4) 遺構 。遺物実測図の作成方法と掲載方法

① 日枝西遺跡の遺跡全体図は縮尺500分の1,第 1・ 3号住居跡は縮尺80分の1,第 2号

住居跡・土坑・濤は縮尺60分の 1に した。上岩崎南遺跡の遺跡全体図は縮尺900分の 1,

第 1号濤は縮尺80分 の1に した。

② 遺物は原則として4分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり,それ

らについては,個々にS=1/6等 と表示した。
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第 2章 位 置 と環 境

第 1節 地理的環境

日枝西遺跡,上岩崎南遺跡の 2遺跡は,茨城県稲敷郡茎崎町上岩崎に所在 している。

茎崎町は,県の南部,稲敷郡の最西端に位置 し,東に牛久市,西に筑波郡伊奈町,南は牛久沼

を隔てて龍ヶ崎市,北は筑波研究学園都市のつくば市に接 している。村域は東西約 4km,南北

約 7km,面積約27.88km2を 測 り,人 口は26,118人 ,世帯数は7,385戸 (平成 5年 4月 1日 現在)

を擁 している。町の東側を国道 6号 と」R常磐線が平行 して南北に通 じ,北側を国道408号線が ,

西側には常磐自動車道が開通 している。

茎崎町の地形は,標高25～28mの洪積台地である稲敷台地と,平行 してほぼ南北に流れる4河

川水系の沖積低地とからなっている。東端を小野川が南流 して霞ケ浦に注ぎ,中央部を稲荷川 ,

谷田川が,西端を西谷田川が南流 し,それぞれ牛久沼に注いでいる。

稲敷台地は,筑波台地の南延長部にあたり,台地の東端は東村阿波崎付近にある。台地の地層

は,第四紀洪積世古東京湾時代に堆積 した成田層が基盤層となり,下部から上部にかけて,成田

層下部,成田層上部,龍 ヶ崎砂礫層,常総粘土層,関東ローム層の順で堆積 し,堆積状況は,水

平で単調であり,糟曲や断層はみられない。

日枝西遺跡は,茎崎町西部の上岩崎地区にあり,西谷田川に向かって突出した標高18～22mの

舌状台地の中央部に位置 している。調査前の現況は,畑地として利用されており,西側の水田面

との比高は約15mである。

上岩崎南遺跡は, 日枝西遺跡と同一の台地上で,400m程南西側に位置 している。調査前の現

況は,畑地として利用されている。

第 2節 歴史的環境

(1)

牛久沼の低湿地と丘陵性の稲敷台地上に町域を形成 している茎崎町には,『茨城県遺跡地図』

によれば,数多くの遺跡が分布 している。特に,豊富な水資源と多種多様な動植物に恵まれた自

然環境を背景に,牛久沼周辺の台地上には各時代にわたる人々の生活跡が認められる。

ここでは,町内とその周辺の主な遺跡について,時代を追って概観することにする。

旧石器時代の遺跡は,今 までのところ未確認であるが,大井古墳群 く40〉 から彫器が 1点,小

山台只塚 く7〉 から象1片 1点が出上 している。

縄文時代の遺跡は,牛久沼の西岸と北岸に多く認められる。西岸には,庄兵衛新田遺跡 (23〉

-5-



〆切遺跡 (22〉 ,館山貝塚 (2〉 ,千泥貝塚 (18〉 ,上岩崎貝塚 〈5〉 ,小山台貝塚がある。北

岸の台地上には,天宝喜西遺跡 (25〉 ,孝学院遺跡 〈26〉 ,高見原遺跡 〈27〉 ,高見原A遺跡

〈28〉 ,小茎北遺跡 〈29〉 ,小茎貝塚 (15〉 がある。早期の遺跡は,小茎北遺跡 (早 。中期),

中山鹿島遺跡 〈24〉 (早 。前期),孝学院遺跡 (早 。前期),館 山貝塚 (早期～晩期)ん式ある。

前期の遺跡は,〆切遺跡,高見原番外遺跡 く35〉 ,天宝喜貝塚 (14〉 (前 。中期),天 宝喜C遺

跡 (33〉 (前 。中・後期),小 山台貝塚 (前・ 中・後・晩期)が あり,小山台貝塚からは浮島式

の土器片が出土 している。中期の遺跡は,上岩崎貝塚 (中・後・ 晩期),小 茎貝塚 (中・後・ 晩

期),庄兵衛新田遺跡,小山台貝塚がある。中でも代表的な遺跡は,昭和49年 に発掘調査が実施

された小山台貝塚であり,今回調査を実施 した日枝西遺跡 く45〉 の北西へ0.5km程離れた,下岩

崎の西谷田川に面する標高20m程の舌状台地上に位置 している。小山台貝塚からは,縄文時代の

竪穴住居跡34軒が確認され,人骨33個体,鹿・猪の骨,貝殻,硬玉製大珠,土偶,独鈷石,石棒 ,

石刀,石剣類,そ の他身体装身具が,縄文時代前期の浮島式から晩期の安行式に至るまでの上器

とともに出土 している。中期の遺構は,竪穴住居跡31軒,土坑30基 が確認 され,遺物は,勝坂式

から阿玉台式,加曾利E式期のものが出上 している。特に,加曾利 E式期の遺構 。遺物が多 く,

この時期が集落の最盛期であった ことが認められ る。西谷田川を挟んで小山台貝塚の南西約

2kmには,同様の遺物を出上 している伊奈町神生貝塚 〈41〉 がある。後・ 晩期の遺跡は,館山

貝塚,上岩崎貝塚,小茎只塚,小山台貝塚がある。前述の小山台貝塚からは,竪穴住居跡 3軒

(後期 2軒,晩期 1軒),土 坑76基が確認 され,遺物は,称名寺式・堀之内式・加曾利B式期の

土器とともに土偶等 も出土 している。また,安行式期の遺物 も出土 している。

弥生時代の遺跡は,九万坪遺跡 〈20〉 ,小茎南遺跡 〈30〉 ,下大井遺跡 〈34〉 があり,竪穴住

居跡や方生式上器が確認 されている。

古墳時代の遺跡は,前期の遺跡として泊崎城跡 (17〉 がある。弥生時代後期から古墳時代前期

への過渡期に構築されたと思われる方形周濤墓からは ,底部穿孔 された丹塗 りの重が出土 してい

る。小野川右岸の大井地区の五十塚古墳群 (11〉 には ,前方後円墳 2基 ,円墳11基がある。牛久沼

沿■の台地上にtま ,下岩崎古墳群 〈3〉 ,稲荷様古墳 〈4〉 ,宮本古墳群 〈10〉 ,郷中塚古墳群 (12〉 ,

稲荷山古墳群 く16〉 がある。特に,小茎の稲荷山古墳群からは ,埴輪や直刀が出上 している。

奈良・平安時代の遺跡は,未確認であるが,律令制下において当町域は,常陸国河内郡に属 し,

「和名抄Jに見える河内郷に比定 される。

中世の遺跡は,岡見氏の城砦の一つとされる高崎城跡 (13〉 や,牛久沼に突き出た泊崎に所在

する泊崎城跡があり,上塁・堀等が確認されている。その他,館山館 〈1〉 ,小山城跡 く6〉 ,

九万坪館跡 (20〉 ,御城跡 〈9〉 等が確認 されている。

※遺跡名の次の く 〉内の数字は,表 1・ 第 1図 の該当番号と同じである。

-6-



と 。参考文献

(1) 茨城県教育委員会  『茨城県遺跡地図』 1990年

(2) 茎崎町教育委員会  『茎崎村史』 1973年

(3) 大井古墳群発掘調査団  『大井古墳群発掘調査概要』 1975年

(4) 小山台発掘調査団  『小山台貝塚』 1976年

(5) 茎崎町教育委員会  『下岩崎古墳群第 1号墳発掘報告書 (甚兵衛塚)』  1990年

(6) 茎崎町教育委員会  『泊崎城跡』 1980年

(7) 角川書店  『 日本地名大辞典 8 茨城県』 1983年

表 1 日枝西遺跡 。上岩崎南遺跡周辺遺跡一覧表

番
　
号

称名
代時 県遺助

香 拝

番
　
号

称名
時 代 研

捌
　

口
巧

遺巨
小
　

蜃

「

日

弊

―

百 亀文 小生 古 浮
攻 確

日

番

Ｉ

Ｅ 健 文 ホ全 古 浮
―
確

小
以

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

館 山 貝 塚

下 岩 崎 古 墳 群

稲 荷 様 古 墳 群

上 岩 崎 貝 塚

小 山 城 跡

小 山 台 貝 塚

房 内 貝 塚

御  城  跡

宮 本 古 墳 群

五 十 塚 古 墳 群

郷 中 塚 古 墳 群

高 崎 城 跡

天 宝 喜 貝 塚

小 茎  貝 塚

稲 荷 山 古 墳 群

泊 崎 城 跡

千 泥  貝 塚

九 万 坪 遺 跡

九 万 坪 館 跡

六 斗 遺 跡

〆 切 遺 跡

庄兵衛新 田遺跡

○

○

○

　

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

1713

1714

1715

1716

1717

1718

1719

1720

1721

1722

1724

1725

1727

1728

1729

1730

2796

2797

2798

2799

2800

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

中 山 鹿 島 遺 跡

天 宝 喜 西 遺 跡

孝 学 院 遺 跡

高 見 原 遺 跡

高 見 原 A遺 跡

小 茎 北 遺 跡

小 茎 南 遺 跡

大 井 遺 跡

館 山 西 遺 跡

天 宝 喜 C遺 跡

下 大 井 遺 跡

高見原番外遺跡

駒 込 遺 跡

管 間 遺 跡

三 角 山 貝 塚

小 山 台 遺 跡

大 井 古 墳 群

神 生 貝 塚

上 岩 崎 南 遺 跡

館 山 東 遺 跡

甚 兵 衛 塚

日 枝 西 遺 跡

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

当進

当遅

○

○
　
　
鵬

跡

○

　

　

○

2801

2802

2803

2804

2805

2806

2807

2808

2809

2810

2811

2312

2313

2814

5728

5729

5732

5733
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第 4図 周辺遺跡分布図
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第 5図  日枝西・上岩崎南遺跡地形図
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第 3章 日枝 西 遺 跡

第 1節 遺跡の概要

日枝西遺跡は,稲敷郡茎崎町の西部 (上岩崎地区),西谷田川左岸の標高18～22mの台地上に

立地する,縄文時代中期の遺跡である。現況は畑で,今回の調査区域は,南北に約180m,最大

幅東西に約15m,面積2,714m2で ぁる。昭和49年に小山台貝塚調査団によって調査された小山台

貝塚は,当遺跡の北西約0.5kmに所在 している。

今回の調査によって確認された遺構は,縄文時代中期の竪穴住居跡 3軒,住居跡内地点貝塚 2

か所,及び時期不明の上坑38基,濤 1条である。

縄文時代中期の竪穴住居跡は,調査区中央部から北部にかけて 3軒確認されており,平面形は

円形ないし楕円形である。規模は,径 4～ 8m程と様々であるが,いずれの住居跡も中心部に地

床炉を有 しており,6'7本の主柱穴が確認されている。

また,第 1・ 第 3号住居跡からは,地点貝塚 (ヤ マ トシジミ主体)が確認されている。

遺物は,遺物収納箱 (60× 40× 20cm)に 20箱程出土 している。遺物の大部分は,縄文時代中

期 (加曾利E式期)の深鉢や浅鉢,土器片錘などで,住居跡の覆土及び床面から出上 している。

第 2号住居跡からは陽物土製品が,第 3号住居跡からは有孔鍔付土器片が出土 している。

第 2節 遺構と遺物

1 竪穴住居跡

当遺跡からは,縄文時代中期の竪穴住居跡が 3軒確認されている。これらの住居跡は,調査区

の北部に確認され,重複もなく遺構の遺存状態も比較的良好である。遺物は,主に加曾利E式の

深鉢形土器の破片が出土 している。以下,確認された住居跡の特徴や主な出土遺物について記載

する。第 1・ 3号住居跡内の地点貝塚については,別項に記載する。

第 1号住居跡 (第 7図 )

位置 Clb9区

規模と平面形 長軸6.25m,短軸5.57mの精円形。

長軸方向 N-79° 一W

壁 壁高は,20～30cmでほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,全体に踏み固められている。
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ビット 7か所。PI～ P6は長径26～ 51cm,短径18～42cmの円形で,深 さは72～ 113cmで ある。

規模や配列から主柱穴と考えられる。 P7は長径12～ 15cm,短 径10cmの 円形で,深 さは83～89

cmである。東壁際にあり,規模や配置から補助柱穴と考えられる。

炉 長軸線上の中心部,住居跡のはぼ中央部に付設されている。径70cm程の円形で,床を10cm

程掘 り窪めた地床炉である。覆土は4層からなり, 1層はローム粒子 。焼土粒子・貝を少量含む

責褐色, 2層は焼土粒子を少量含む暗褐色土, 3層は焼土粒子を多量に含むにがい赤褐色土, 4

層は焼土粒子を中量含む暗褐色上である。

覆± 3層からなる。 1層はヤマ トシジミを多量に含む混貝土層, 2層はローム粒子, ローム大

Ivl

型生 22.3m

B 二く【::】)Q
F224m       

―

ヤ

0                1n

0               2m

第 7図 第 1号住居跡実測 。遺物出上位置図
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ブロックを含む明褐色上で,縄文式土器片の大半が出上 している。 3層はローム粒子を多量に含

む,にがい褐色上である。

遺物 住居跡の覆土中から,住居廃絶後に投棄されたと思われる多量の縄文式上器片と,ヤマ ト

シジミ (総重量約120kg)が 出土 している。第 8図 1の深鉢は炉の南西側覆土中層から, 2の深

鉢は炉の西側覆土中層から, 3の深鉢はP2西側の覆土上層から,28の ノミ状磨製石斧は炉の南

西側覆土中層から,29の磨石はP2・ Pa間覆土中層から,それぞれ出土 している。また,土器片

錘20点 (8～27)が覆土中から出上 している。

所見 本跡 tよ ,出上遺物等から縄文時代中期後葉 (加 曽利EⅢ式期)の住居跡と考えられる。覆

土中からは,住居の廃絶後に投棄されたものと思われるヤマ トシジミの地点只塚が確認されてい

る。

第 9図 30～44は,第 1号住居跡から出上 した縄文式上器片の拓影図である。30～36は 口縁部片

である。30～32は波状口縁で,30の 波状部には渦巻文が施されている。31・ 32は精円形文で区画

され,区画内には単節縄文RLが横位回転で施文されている。33は大い隆帯による渦巻文が施さ

れ,ヘ ラ状工具による丁寧なミガキが施されている。34は平行 した 2本の太い沈線が巡 らされ,

沈線間には複節縄文LRLが縦位回転で施文されている。35は楕円形文で区画され,区画内には

単節縄文RLが横位回転で施文されている。36は上位に先端二股状の棒状工具による刺突文が巡

らされ,刺突文の下位には単節縄文RLが横位回転で施文されている。37～44は胴部片である。

37は 3条の沈線で区画 した磨消帯を垂下させ,38は 2条の沈線で区画 した磨消帯を,波状に施 し

たり,垂下させている。共に地文には単節縄文RLが縦位回転で施文されている。39は単節縄文

LRが縦位回転で施文され,幅広の磨消帯を垂下させている。40。 41は 単節縄文RLが縦位回転

で,42は複節縄文LRLが縦位回転で施文され,それぞれ 2条の沈線で区画 した磨消帯を垂下さ

せている。43とよ縦位の櫛歯状条線文が施されている。44は底部にかけての破片であり, 3条の沈

線で区画 した磨消帯を垂下させている。
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0        10cm

第 9図 第 1号住居跡出土遺物拓影図(2)

第 1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 艦・鋼 ・卸 備  考

第 8図
1

深   鉢
縄文式上器

B(3.2)
C〔 6.8〕

胴部片。胴部は単節縄文LRが縦位回転で施
文され, 2条 の沈線で区画した磨消帯を垂下
させている。胴下端部は無文帯となっている。
内面は縦位のナデが施されている。

砂粒,礫
赤褐色
普通

％

側

層

西

中

１

南

土

Ｐ

炉

覆
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図版番号 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 陰土・色調・焼赫 備  考

縄文式上器
鉢深 Ａ

Ｂ

〔38.0〕
(27.5)

口縁部から胴部に至る破片。口縁部には隆帯
による渦巻文とナブリを加えた隆線による横
位の楕円文が巡らされ,精円文内は複節縄文
LRLが横位回転で施文されている。胴部は

複節縄文LRLが縦位回転で施文され, 2条
の沈線で区画した磨消帯を垂下させている。
内面は横位のナデが施されている。

粒

色

通

ホ
ツ
傲
里
並
口

スコリア P2  30%
炉西側
覆土中層

深   鉢
縄文式土器

Ａ

Ｂ

〔34,0〕
(16,8)

口縁部から胴部に至る破片。波状口縁で,日
縁部には隆帯による渦巻文が施されている。
渦巻文の左右の精円文には単節縄文LRが横
位回転で施文されている。胴部は単節縄文L
Rが縦位回転で施文され, 2条の沈線で区画
した磨消帯を垂下させている。内面は横位の
ナデが施されている。

砂粒
にがい褐色
普通

P3 20%
P2西側
覆土上層

縄文式上器
鉢深 Ｂ

Ｃ

(4.4)
8.3

胴下端部から底部へ至る破片。平底。胴下端
部は無文帯であり,内・外面共横位のナデが
施されている。

砂粒,ス コリア
にぶい怪色
普通

P4  5%
P3東側
覆土上層

縄文式上器
鉢深 (2.2)

8.0

Ｂ

Ｃ

底部片。平底。底部の内・外面共ヘラ状工具
によるミガキが施されている。

砂粒, スコリア
にがい赤褐色
普通

P5  5%
P4部

覆土下層

鉢深

縄文式上器

Ｂ

Ｃ
(3.5)
6.0

胴下端部から底部へ至る破片。平底。胴下端
部は無文帯である。底部内・外面はナデが施
されている。二次焼成,外面煤付着。

砂粒,長石
にがい橙色
普通

P6  5%
炉北側
覆土上層

7 鉢深

縄文式土器

Ｂ

Ｃ

(2.8)
5.0

胴下端部から底部へ至る破片。平底。胴下端
部は無文帯であり,縦位のナデが施されてい

る。内面は横位のナデが施されている。

砂粒,長石
にがい橙色
普通

P7  5%
炉南東側
覆土上層

図版番号 器  種
計 測 値 (cm) 重  量

(g)
現 存 率

(%)
出 土 地 点 備  考

最 大 長 最 大 幅 最 大 厚

第 8図 8 土器片錘 33.5 100 覆土中 DPl

9 土器片錘 9.0 6.4 85。 2 100 炉北側覆上中層 DP2

1 土器片錘 (3.9) 5。 8 (32.7) 一部欠損 覆土中 DP3

土器片錘 4.5 4.8 1.8 44.1 100 覆土中 DP4

土器片鍾 4.8 1.7 38.3 100 Pl部覆土中層 DP5
1 土器片鍾 4.5 1.2 29.7 100 覆土中 DP6

土器片鍾 4.8 3.3 24.2 100 P上部覆上中層 DP 7

1 土器片鍾 3.7 0.8 21.0 100 覆土中 DP 8

1 土器片錘 4.2 0。 9 16.7 100 覆土中 DP9

1 土器片錘 4.7 0.8 17.1 覆土中 DP10

1 土器片鍾 4.6 2.9 1.4 21.2 100 炉南西側覆土中層 DPll

l 土器片鍾 21.2 100 覆土中 DP12

土器片鍾 4.1 19.5 100 覆上中 DP13

土器片鍾 3.7 16.7 100 覆土中 DP14

土器片鍾 0。 9 12.7 覆土中 DP15

2 土器片錘 3.2 3.4 13.7 100 炉北東側覆土上層 DP16

土器片錘 (2.5) 3.7 (11.8) 部欠損 覆土中 DP17

土器片錘 9.0 100 覆土中 DP18

土器片錘 2.9 11.2 100 覆上中 DP19

土器片錘 2.2 0.9 炉北東側覆土上層 DP20
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炉南西側覆土中層

P2・ P3間覆土中層

第 2号住居跡 (第10図 )

位置 Blj7区

規模と平面形 長軸4.53m,短軸4.20mの 円形。

長径方向 N-55° 一E

壁 壁高は,15～20cmで,外傾 して立ち上がっている。

床 平坦で,全体に踏み固められている。

ピット 6か所。 Pl～ P6は長径35～ 41cm,短径25～ 38cmの円形で,深 さは41～50cmで ある。

壁の内側に沿って配置され,規模や配列から主柱穴と考えられる。

炉 長軸線上の中心部,住居跡のほぼ中央部に付設されている。長径78cm,短径64cmの楕円形

で,床を15cm程掘 り窪めた地床炉である。覆土は 2層からなり, 1層 はローム粒子・炭化物・

焼土小ブロックを極少量含む暗褐色土, 2層はローム粒子・焼土粒子を少量,焼土中ブロックを

中量含むにぶい赤褐色上である。

覆± 7層からなる。 1層はローム大ブロック多量,炭化物を中量含む褐色土, 2層はローム粒

子・焼土粒子を少量含む褐色土, 3層 はローム小ブロック・炭化物を少量含む褐色土, 4層 はロー

ム大ブロックを多量に含む明褐色土である。遺物の大半は 1層から出土 している。 5～ 7層は,

焼土粒子,灰化物を含む赤褐色ないし明赤褐色上で,炉の上層にあたる。

遺物 住居跡の覆土中及び床面から多量の縄文式上器片が出上 している。第11図 1の深鉢と2の

深鉢は炉床から, 3の深鉢は炉とP2間 の覆土上層から, 4の深鉢の底部は炉とPl間の覆土上層

から,それぞれ出土 している。 6の陽物土製品は炉の北側覆土上層から出土 している。また,上

器片錘 5点 (8～ 12)が覆土中及び炉内から出土 している。

所見 本跡は, 3軒の住居跡の中では最小規模で,出土遺物等から縄文時代中期後葉 (加 曽利E

Ⅲ式期)の住居跡と考えられる。

第11図13～22は ,第 2;住居跡から出土 した縄文式上器片の拓影図である。13～16は 口縁部片

である。13・ 14は波状口縁であり,楕円形文で区画されている。区画内には単節縄文RLが回転

方向を変えて施文されている。15は 口縁直下に平行 した 2本の太い沈線が巡 らされ,下位に単節

縄文RLが回転方向を変えて施文されている。16・ 17は精円形文で区画され,区画内には単節縄
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文RLが横位回転で施文 されている。18～22は胴部片である。18～20は 単節縄文RLが縦位回転

で,21は単節縄文 LRが縦位回転で施文され,そ れぞれ 2条の沈線で区画 した磨消帯を垂下させ

ている。22は単節縄文RLが縦位回転で施文 されている。

A22.3m

二 22.6m      _

0               1m

tJI 口
|

0               2m

第10図 第 2号住居跡実測・遺物出上位置図
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第 2号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 治土・色調・焼厳 備  考

第■図
1 縄文式上器

鉢深 〔23.1〕
23.5
〔11.4〕

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部から胴部に至る破片。口縁部には沈線
区画による横位の精円形文が巡らされている。
区画内は単節縄文RLが横位回転で施文され
ている。胴部は単節縄文RLが縦位回転で施
文され, 2条 の沈線で区画した磨消帯を垂下
させている。内面は横位のナデが施されてい
る。

砂粒
明赤褐色
普通

P9 40%
炉床

2 深   鉢
縄文式上器

〔27.0〕
(16.8)

Ａ

Ｂ

口縁部から胴部に至る破片。口唇部は丸味を
もつ。口縁部には隆線区画による横位の精円
形文が巡らされている。区画内は単節縄文R
Lが横位回転で施文されている。胴部は単節
縄文RLが縦位回転で施文され, 2条 の沈線
で区画した磨消帯を垂下させている。内面は
横位のナデが施されている。

砂粒
にぶい橙色
普通

P10  20%
炉床

3 深   鉢
縄文式土器

A〔 19.1〕

B(3.9)
口縁部片。波状口縁で, 口縁部は沈線により
区画されている。区画内は単節縄文LRが横
位回転で施文されている。内面は横位のナデ
が施されている。

砂粒
にがい赤褐色
普通

P■   5%
炉・P2間

覆土上層

4 深   鉢
縄文式上器

(4.9)
(819)

Ｂ

Ｃ

胴下端から底部に至る破片。平底。胴下端部
は無文である。胴下端部外面はヘラ状工具に
よる横位のミガキ,内面は縦位のミガキが施
されている。

砂粒,細礫
明赤褐色
普通

P12  5%
炉・Pl間

覆土上層

5 鉢深

縄文式土器
(3.2)

7.9

Ｂ

Ｃ

底部片。平底。底部の内・外面共ヘラ状工具
によるナデが施されている。

砂粒,ス コリア
にぶい橙色
普通

P13  5%
炉東側
覆土中層

図版番 器  種
計 測 値 (cm) 重  量

(g)
現 存 率

(%)
出 土 地 点 備  考

最 大 長 最 大 幅 最 大 厚

第11図 6 蜘 (3.9) (14.6) 一部欠損 炉北側覆上上層 DP21

7 土製 円板 3.9 15,7 覆土中 DP22

土器片錘 13.7 覆土中 DP23

土器片錘 3.6 1.1 11.6 100 覆土中 DP24

土器片錘 1.1 11.8 100 覆土中 DP25

土器片錘 10.0 100 炉 内 DP26

土器片錘 覆土中 DP27

第 3号住居跡 (第 12・ 13図 )

位置 Bl鳥区

重複関係 第26～ 28・ 55号土坑に掘 り込まれている。

規模と平面形 長軸7.77m,短軸7.45mの 円形。

長軸方向 N-72° 一W

壁 壁高は30～45cmで,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,全体に踏み固められている。

ビット 7か所。 Pl～ P7は長径56～ 80cm,短径45～ 78cmの円形で,深 さは47～ 89cmで ある。
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壁の内側を沿うように設置され,規模や配列から主柱穴と考えられる。

炉 長軸線上のやや南東寄 りに付設されている。長径76cm,短径63cmの精円形で,床 を15cm

程掘 り窪めた地床炉である。覆土は 2層からなり, 1層はローム粒子を中量,焼土粒子・炭化粒

子を少量含む褐色土, 2層は焼土粒子を少量,炭化粒子を極少量含む暗褐色上である。

覆± 4層からなる。 1層はローム粒子多量,焼土粒子・炭化物を少量含む褐色土, 2層はロー

ム粒子中量,焼土粒子を少量含むにがい褐色土, 3層はローム粒子を中量,焼土粒子・炭化物を

A22.3m

0               2m

二22.2m     ―

0                1m

第12図 第 3号住居跡実測図
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極少量含む褐色土, 4層はローム粒子を少量,焼土粒子・戊化物を極少量含む暗褐色上である。

縄文式土器片は 1層から多量に出土 している。

遺物 当調査区の 3軒の住居跡の中では,最 も多量に縄文式上器片が出土 している。ヤマ トシジ

ミ(総重量36.Okg)が 住居跡南西部から出土 している。第14図 1の深鉢は炉周辺の覆土中層から,

2の深鉢はP6周辺の覆土上層から, 3の深鉢はP6東側の覆土中層から, 4の深鉢は炉南側の覆

土中層から, 6の有孔鍔付土器片は炉とPa間の覆上下層から,それぞれ出土 している。また,

土製円板 2点 (25・ 26),土器片錘51点 (27～ 77)と 石鏃(78),凹 石(79),砥石(80),敲石(81),有

孔軽石(83)が 1点ずつ覆土中から,磨石 (82)が 炉南西側から,それぞれ出土 している。

所見 本跡は,当調査区の中では最大規模の住居跡で,出土遺物等から縄文時代中期後葉 (加 曽

利EⅢ式期)の住居跡と考えられる。覆土から住居の廃絶後に投棄されたと思われるヤマ トシジ

ミの小規模な地点貝塚が確認されている。

0                2m

第13図 第 3号住居跡遣物出上位置図
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第18図 第 3号住居跡出土遺物拓影図 (5)

第16図84～第18図 124は ,第 3号住居跡から出土 した縄文式上器片の拓影図である。ここでは ,

(1)口縁部が波状のもの,(2)口 縁部に沈線が巡らされているもの,(3)口 縁部まで縄文

が施文されているもの,(4)口 縁部に連続刺突文が施されているもの,(5)胴 部に磨消帯を

垂下させているもの,(6)胴 部に沈線が施されているもの,(7)口 縁部・胴部に櫛歯状条線

文が施されているものに分けて記載する。

(1)口縁部が波状のもの (84～ 88)

84の波状部には渦巻文が, 口縁部には楕円形文と渦巻文が施され,楕円形文内には単節縄文 L

Rが横位回転で施文されている。85の波状部には渦巻文が施され,円形文で区画されている。区

画内は無文である。86は 口縁直下に太い沈線を巡 らし,下位は渦巻文と楕円形文で区画され,区

画内は単節縄文RLが横位回転で施文されている。87は 円形文で,88・ 89は精円形文で区画され ,

区画内は単節縄文RLが横位回転で施文されている。

(2)口縁部に沈線が巡 らされているもの (90～ 93)

90・ 91は平行 した 2本の大い沈線が巡らされ,沈線間を単節縄文RLが横位回転で施文されて

いる。92・ 93は沈線と楕円形文で区画され,区画内には単節縄文RLが横位回転で施文されてい

る。94は 口縁直下に沈線が巡 らされ, 2条の沈線で区画 した磨消帯が設けられている。

(3)口縁部まで縄文が施文されているもの (95～ 97)

95・ 96は単節縄文RLが横位回転で施文され,97は無節縄文が異方向に施文されている。

(4)口縁部に連続刺突文が施されているもの (98～ 102)

98～ 100は丸頭棒状工具による連続刺突文が,98は 1段に,99は 2段 に,100は 3段にそれぞれ

施されている。101は竹管による刺突文が施され,102は葦等の植物の茎と思われるものによる刺

突文が施されている。

(5)胴部に磨消帯を垂下させているもの (103～ 110)
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103～ 107は 2条の沈線で区画 した磨消帯を垂下させている。103は前々段多条縄文が,104～ 106

は単節縄文RLが ,107・ 108は単節縄文LRが ,それぞれの地文に施文されている。109。 110は

3条の沈線で区画 した磨消帯を垂下させ,地文には単節縄文RLが縦位回転で施文されている。

(6)胴部に沈線が施されているもの (111～ 116)

111・ 112は沈線で区画され,区画内には単節縄文RLが ,縦位と横位回転で施文されている。

113・ 114は 多条縄文が縦位回転で施文された後,蛇行沈線が施されている。115は渦巻文が施さ

れ,多条縄文が異方向に施文されている。116は沈線による楕円形文で区画され,区画内は複節

縄文LRLが縦位回転で施文されている。

(7)口縁部・胴部に櫛歯状条線文が施されているもの (117～ 124)

117・ 118は 口縁部片である。117は 口縁部上位に半我棒状工具による刺突文が施され,下位に

太目の縦位の櫛歯状条線文が施されている。118の 口縁部は無文で,下位に縦位の櫛歯状条線文

が施されている。119～ 124は胴部片である。119。 120は縦位の櫛歯状波状文が施され,120は 異

方向に縄文が施文されている。121～ 124は縦位の櫛歯状条線文が施されている。

第 3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 鮭 ・師 ・師 備  考

第14図

1

深   鉢
縄文式上器

Ａ

Ｂ

〔71.2〕
(26.5)

日縁部から胴部へ至る破片。日縁部の文様帯は,隆線
による長楕円形文の組み合わせで区画され,区画内に

は複節縄文LRLが横位回転で施文されている。胴部

は,複節縄文LRLが縦位回転で施文され, 3条の沈

線で区画した磨消帯を重下させている。内面は横位の

ナデが施されている。

砂粒
にぶい橙色
普通

P14  40%
炉周辺
覆土中層

鉢深

縄文式土器

A〔 25.7〕

B (14.6)
日縁部から胴部に至る破片。波状日縁で,渦巻の引か

れた把手が設けられ,把手から日縁を巡る沈線が引か

れている。日縁部の文様帯は,沈線による円形文と長

楕円形文の組み合わせで区画され,区画内には単節縄

文LRが横位回転で施文されている。胴部は,縦長の

区画文が施され,区画内は単節縄文LRが縦位回転で

施文されている。胴部には,縦断面三角形の扁平な突

起が2対付く。内面は横位のナデが施されている。

砂粒
にぶい橙色
普通

P15  30%
Ps周 辺
覆土上層

鉢深

縄文式上器

Ａ

Ｂ

〔50,7〕
(28.2)

日縁部から胴部に至る破片。日縁部の文様帯は,隆線
による楕円形文の組み合わせで区画され,区画内には

単節縄文RLが横位回転で施文されている。胴部tよ単

節縄文RLが縦位回転で施文され, 2条 の沈線で区画

した磨消帯を垂下させている。内面は横位のナデが施

されている。

砂粒
にがい褐色
普通

P16  20%
P。東側
覆土中層

鉢深

縄文式上器

Ａ

Ｂ

〔31.0〕
(13.2)

日縁部から胴部に至る破片。日縁部の文様帯は,隆線
による楕円形文で区画され,区画内には単節縄文LR
が横位回転で施文されている。胴部は単節縄文LRが
縦位回転で施文され, 2条 の沈線で区画した磨消帯を

垂下させている。日縁部と胴部の間から,弧を描く沈

線も施されている。内面は縦位のナデが施されている。

砂粒,ス コリア
にがい橙色
普通

P17  10%
炉南側
覆土中層

5 深   鉢
縄文式上器

Ａ

Ｂ

〔18.4〕
(9.8)

日縁部から胴部に至る破片。日縁部は内彎し, 直縁直

下に1条の沈線を巡らしている。胴部は,単節縄文R
Lが縦位に施文され, 3条 の沈線で区画した細い磨消

帯を上下に蛇行させている。内面は横位のナデが施さ

れている。

砂粒
にぶい橙色
普通

P18  10%
P5部

覆上下層
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図版番号

第14図
6

第15図
11

考

壇燕

30%

％

ぎＰ
下

‐９

・
土

Ｐ
炉
覆

２‐
卦

Ｐ

Ｐ

覆

２２
騨

Ｐ

Ｐ

覆

10%

10%

P24   5%

覆士甲響

5%Ｐ

Ｐ

5%P26

5%

5%

5%

P25   5%

甚王ピ

耳ヒ2ヨ

土上

覆豆甲響

壇彗譜層  %
上層

魯とど漕観 %

生呈ぎ

魯とど暫幻 %
P36      5

覆王ヨ雲

5%

P37   5%

王ギ龍甲

壇彗早層  %

器 形 の 特 徴 及 び 文 様

有   孔
鍔 付 土 器

縄文式土器

台 11歩 :I

日縁部から肩部に至る破片。日縁部は短く内傾して立
ち上がる。日縁部に平行して,肩部には隆起帯が巡ら
されている。隆起帯には,直交した穿孔が施されてい
る。内・外面ヘラ状工具によるミガキ後,赤彩が施さ

深   鉢
縄文式土器

胴下半部から底部に至る破片。胴部は単節縄文RLが
縦位回転で施文され, 2条 の沈線で区画した磨消帯を
垂下させている。 1条の沈線が縦に施されている磨消
帯がある。胴下端部は無文である。平底。胴下端部外

のナデが施されている。内面

胴下半部から底部に至る破片。胴部は複節縄文LRL
が縦位回転で施文され, 3条 の沈線で区画した磨消帯
を垂下させている。胴下端部外面は横位のナデ,内面
は縦位のヘラ状工具によるミガキが施されている。

深   鉢
縄文式土器

庵文式土禁
底部片。平底。胴下端部外面は横位のナデが施されて
いる。内面剣離。

庵文式土繁
底部片。平底。胴下端部外面は横位のナデが施され,

底部外面はヘラ状工具によるミガキが施されている。
内面釧離。

深   鉢
縄文式上器

底部片。平底。胴下端部外面は,横位のナデが施され,

内面は縦位のナデが施されている。底部外面はヘラ状
工具によるミガキが施されている。内面剣離。

深   鉢
縄文式土器

底部片。平底。胴下端部外面は,横位のナデが施され,

内面は縦位のナデが施されている。底部外面はヘラ状
工具によるミガキが施されている。内面剣離。

深   鉢
縄文式上器

底部片。平底。胴下端部外面は,横位のナデが施され,

内面は縦位のナデが施されている。
砂粒,長石
にがい橙色

底部片。平底。底部内・外面はヘラ状工具によるナデ
が施されている。

深   鉢
縄文式上器

燈文式土禁
底部片。突出気味の平底。胴下端部外面は横位のナデ
が施されている。底部外面はヘラ状工具によるミガキ
が施されている。

深   鉢
縄文式土器

底部片。平底。胴下端部外面は横位のナデが施されて
いる。底部内・外面剣離。 整モ]ス

コリア
普通

深   鉢
縄文式上器

胴下端部から底部に至る破片。胴部は単節縄文RLが
縦位回転で施文され, 2条 の沈線で区画した磨消帯を
垂下させている。内面は横位のナデが施されている。
平底。

〔 チ:ユ l

底部片。平底。胴下端部内・外面は横位のナデが,

部内,外面はナデが施されている。
深   鉢
縄文式上器

と ,i〔 l

底部片。突出気味の平底。内・外面剣離。

とそ:ユ l

底部片。平底。胴下端部外面は斜位の沈線が施され,

内面は横位のナデが施されている。

t':息 l 縦位のナデが施されている。

とそ::l
底部片。平底◇胴下端部内・外面は横位のナデが施さ
れている。

B(1.7)
C  4.0

底部片。平底。内・外面象1離。

t ::息 l

底部片。平底。胴下端部内・外面は横位のナデが施さ
れている。
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図版番号

第15図

計 測 値 (cm) 重  量

(g)
現 存 率

(%)

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

炉東側覆土上層

土器片錘

P5° P6間覆土上層

土器片錘

土器片錘

土器片錘

炉西側覆土上層

土器片錘

土器片錘
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図版番号 器  種
計 測 値 (cm) 重  量

(g)
現 存 率

(%)
出 土 地 点 備  考

最 大 長 最 大 幅 最 大 厚

第16図 土器片錘 4.0 2.7 0.8 10.6 覆土中 DP72

土器片錘 3.8 2.0 1.1 100 覆土中 DP73

土器片錘 3.9 10.5 100 覆土中 DP74

7 土器片錘 3.0 13.7 100 覆土中 DP75

土器片錘 1.0 (10.0) 80 覆土中 DP76

土器片錘 8.6 100 Ps部覆土上層 DP77

土器片錘 0.9 100 覆土中 DP78

76 土器片錘 0.9 100 覆土中 DP79

77 土器片錘 0.8 覆土中 DP80

図版番号 器 種
計 浪1 値

石 質 出 土 地 点 備 考
長さ(鋤 旧 ω 騨 ω 霊 議(g)

第16図 石 錫 (2.5) 2.3 0,7 ( 2.1) チ ャー ト 覆土中 Q3

凹 石 (10.8) (8。 3) 5.0 (286.9) 安 山 岩 炉北西側覆土上層 Q4

砥  石 (8.5) 7,7 3.4 (230.8) 安 山 岩 炉北西側覆土上層 Q5

81 敲 石 (9.5) 4.0 3.7 (218.7) 砂 出石 P6部覆土上層 Q6

磨 κ 6.3 5,0 4.2 177.1 砂 岩 炉 内 Q7

有孔軽石 5.4 3.0 2.5 6.0 軽 石 炉北東側覆土下層 Q8(4岳脇
9

表 2 日枝西遺跡竪穴住居跡一覧表

住

番
位 置

軸

向

長

方
平面 形

規   模
壁 高

(cm)
床 面

内 部 施 設

覆 土 出 土 遺 物 備   考

長軸X短軸(m) と柱Я 入 日 ピット 炉

1 Clb十 W-79° W 楕円形 6.25× 5.57 20^ヤ 30 平 坦 6 0 1 人為
縄文式上器 ,上製

品 ,石器 ,石製品
地点貝塚

2 Bl'7 N-55° ―E 円 形 4.53× 4.20 15-20 平 坦 6 6 1 人為
縄文式上器 ,上製

3 Bl亀 N〒2°
と`内 円 形 7.77× 7.45 30ハΨ45 平坦 7 7 1 人為

縄文式上器 ,上製

品 ,石器 ,石製品

SK 26,27,28,

55と 重複

地点貝塚
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2 土  坑

当遺跡からは,38基の土坑が確認されたが,出土遺物が少なく時期や性格について不明な点が

多い。ここでは,土坑のうち形状や規模,覆土の状態や出土遺物について特徴がある6基の土坑

について個々に説明を加え,そ の他については一覧表 (表 3)に した。

第 1号土坑 (第19図 )

位置 Blb3区

規模と平面形 長径0,78m,短径0.62mの不整楕円形で,深さは0.44mで ある。

長径方向 N-28° 一E

壁面 なだらかに外傾 して立ち上がっている。

底面 皿状である。

覆土 ローム粒子を多量に含む明褐色上である。

遺物 覆土中層から下層にかけて縄文式土器 (加曽利EⅢ式深鉢の口縁部片および胴部片10点 )

が出土 している。

所見 本跡は,出土遺物等から縄文時代中期 (加曽利EⅢ式期)の上坑と思われるが,性格につ

いては不明である。

第 5号土坑 (第19図 )

位置 Blc2区

規模と平面形 長径1.14m,短径0.86mの長方形で,深さは0.85mで ある。

長径方向 N-69° 一E

壁面 垂直に立ち上がっている。

底面 平坦である。

覆土 ローム小ブロックや炭化物を含む褐色土である。

遺物 出土 していない。

所見 本跡の時期や,性格については不明である。

第 6号土坑 (第19図 )

位置 Bld2区

規模と平面形 長径1.28m,短径0,90mの長方形で,深さは0.88mで ある。

長径方向 N-73° 一E

壁面 垂直に立ち上がっている。
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底面 平坦である。

覆土 ローム小ブロックや炭化物を含む褐色上である。

遣物 出土 していない。

所見 本跡の時期や性格については不明である。

第12号土坑 (第20図 )

位置 Blj5区

規模と平面形 長径1.75m,短径1.55mの不整楕円形で,深さは1.20mで ある。

長径方向 N-53° 一E

壁面 壁は内傾 して立ち上がり,上位は垂直に立ち上がっている。

底面 平坦である。長径3.50m,短径3.00mの不整精円形である。

覆土 ローム粒子を含む褐色上である。

遺物 出土 していない。

所見 本跡はフラスコ状土坑であるが,時期や性格については不明である。

第42号上坑 (第22図 )

位置 Cl島区

規模と平面形 長径1.10m,短径0.92mの隅丸長方形で,深さは0.42mで ある。

長径方向 N-6° 一E

壁面 垂直に立ち上がっている。

底面 平坦である。

覆上 ローム小ブロックを含む褐色上である。

遺物 覆土中層から,土師器の甕の体部片が出土 している。

所見 本跡の時期や,性格については不明である。

第55号土坑 (第22図 )

位置 Ble5区

重複関係 第 3号住居跡を掘 り込んでいる。

規模と平面形 長径2.96m,短径0.54mの長楕円形で,深さは0.84mで ある。

長径方向 N-31° 一W

壁面 垂直に立ち上がっている。

底面 平坦である。
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覆土 ローム粒子を含む褐色上である。

遺物 出上 していない。

所見 本跡は,重複関係から縄文時代中期の第 3号住居跡 (加 曽利EⅢ式期)よ り新 しい時期に

構築された,陥 し穴である。

表 3 日枝西遺跡土坑一覧表

番
位置

長径方向

(長軸方向)

平 面 形
規 模 (m)

壁 面 底 面 覆 土 出 土 遺 物 備 考
版

号

図

番長径×短径 深 さ

1 N-28°一E 不整楕円形 0,78X O.62 0.44 外 傾 皿 状 自 然 縄文式上器片 第19図

2 W-72° 二ヽ
| 長 方 形 1.50X O.90 0.20 援 斜 平 坦 人 乗

lc W-71°一E 長 方 形 1.06 XO.77 0.74 垂 直 平 坦 人 為 SK 4と 重複

4 lc W将7° 一E 長 方 形 1.30X O.98 0.55 垂 直 平 坦 人 乗 SK‐3と 重複

W将9° 一E 長 方 形 1.14× 0.80 0.85 垂 直 平 坦 人 恭

6 N-73°一E 長 方 形 1.28× 0,90 0,88 垂 直 平 坦 人 為

lc W-15°―E 福 円 形 1.70× 1.28 0。 24 援 斜 平 坦 自 然 19

31h N-0° 長 方 形 1.86× 1,06 0.80 垂 直 平 坦 人 乗

31h W-19° どヽヽ隅丸方形 1.00× 1.00 0.16 緩 斜 凹 置 人 共

W-53° とヽヽ不整楕円形 1.88 X l.68 1.20 内 傾 平 坦 自 然 20

W-12° とヽ 〔長方形〕 0.70 X O.40 0.53 垂 直 平 週 人 掬

W-71° とヽヽ長 方 形 0.76 X O.62 0,25 垂 直 皿 状 人 掬

lc N90° 一E 長 方 形 0.72× 0.56 0.20 紙 斜 皿 状 人 来

N-81°一恥 長 方 形 1.36 X O.66 0.60 垂 直 平 坦 人 共

N-13°こh 楕 円 形 1,70× 1.22 0.38 緩 斜 平 坦 人 漁

W-39° =覇 精 円 形 1,18× 0.80 0.34 垂 直 皿 状 人 糸

マー83°
どヽA 楕 円 形 1.26× 0。 78 0.24 垂 直 凹 凸 人 来

W-8° =Ⅵ 隅丸方形 1.70× 1.46 0.40 垂 直 平 坦 人 来 縄文式上器片 S}3と 重複

N90° 一E 円 形 1.30× 1.24 0.54 垂 直 平 坦 人 掬 縄文式上器片 SI-3と 重複

N-0° 楕 円 形 1.22× 0,98 0.55 垂 直 平 坦 人 糸 縄文式上器片 S13と 重複

lg N-0° 円 形 1.02× 0,90 0.90 緩 斜 凹 凸 人 未

31g N望 3° 一E 楕 円 形 1.28 X l,12 0.50 垂 直 平 坦 人 来

Ч望 9° 一E 円 形 0.66 XO.62 0.48 垂 直 平 坦 自 然

Ч-20° 一E 円 形 0.62 X O.54 0.42 垂 直 皿 状 人 糸

36 N-72° とヽヽ長 方 形 0.88× 0.62 0,36 垂 直 平 坦 人 漁

N-74° 一E 不整方形 0.38× 0.84 0。 34 垂 直 平 坦 人 栄

N-7° 一E 長 方 形 1.10× 0,76 0.25 垂 直 平 坦 人 乗

W-9° 一E 長 方 形 1.42 X O,96 0.38 垂 直 平 坦 人 未

N-11° 一E 長 方 形 1.30× 1.04 0.46 垂 直 平 坦 人 来

Ч-6°一E 隅丸長方形 1.10× 0.92 0.42 垂 直 平 坦 人 糸 土師器

Ч-79° 二Ⅵ 長 方 形 1.58 X O.70 0.45 垂 直 平 坦 人 為

N-14° ―E 長 方 形 1.30× 0.94 0.65 垂 直 平 坦 人 為

N-46° =Ⅵ 不整円形 1,62X l.42 0.38 垂 直 平 坦 人 為 土師器

N-47° とヽ氏円 形 1,30× 0。 94 0.30 緩 斜 凹 凸 人 為

N-13° ―E 長 方 形 1.68× 0.82 0.66 垂 直 平 坦 人 為

N-44° ―E 楕 円 形 1.08× 0,72 0.22 緩 斜 皿 状 人 為

N-50° ―E 箱 円 形 1.02× 0.86 0.28 緩 斜 皿 状 人 為

N-31° 二ヽヽ長楕 円形 2.96× 0.54 0.84 垂 直 平 坦 自 然 S13と 重複 陥し穴
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3薦
当遺跡からは, 1条の濤が確認されたが,

について明らかにすることは困難であった。

心に記載する。

後世の撹乱が多く,出土遺物がないため時期や性格

ここでは,調査結果に基づき濤の規模や形状等を中

第 1号溝 (第23図 )

位置 Cla6区 からCla7区

重複関係 Cl五 7区で第13号土坑を掘 り込んでいる。

規模と形状 Cla7区 から西へゆるい放物線を描 くように延びている。確認された長さ8.20m,上

幅0.60～ 1.20m,下幅0.30～ 0。 60m,深さ0.35～ 0.55mで,断面「― 」状に掘 り込まれている。

底面は凹凸で,壁は外傾 して立ち上がっている。濤の西端は調査区外に延びている。

方向 N-80° 一W

覆土 ロームブロックを含む暗褐色土である。

所見 本跡 tよ 出土遺物もなく,詳細な時期や性格については不明である。

o             2m

A

第23図 第 1号濤実測図
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4 地点貝塚

当遺跡の,第 1・ 3号住居跡 (縄文時代中期加曽利EⅢ式期)か ら,地点貝塚が確認されてい

る。ここでは,調査結果に基づき地点貝塚の規模や堆積状況等を中心に記載する。

第 1号地点貝塚 (第24図 )

位置 Clb8区 からClb9区。

重複関係 第 1号住居跡のほぼ中央の覆土全体に確認されている。

規模と堆積状況 貝の推積は,東西約3.Om,南北約2.5mの 範囲の中に,不定形の広がりで確認

されている。貝層は,純貝層,混土貝層,混貝土層に分層される。全体として覆上の上層から中

層にかけては純只層が,中層には混土貝層が,下層には混只土層が認められる。貝層の大部分は ,

床面から10cm程上位から堆積 しているが,貝が床面まで達 している箇所が一部確認されている。

層厚は,15～40cm程である。

A22.Bm

A

0               2m

第24図 第 1号地点貝塚実測図
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遺物 貝種は淡水産のヤマ トシジミのみで,出土量は遺物収納箱 (60× 40× 20cm)に 8箱程,総

重量は約120kgで ある。投棄されたものと思われる縄文式上器片が混貝土層中から出土 している。

所見 本跡は,貝層内の出土遺物等から,縄文時代中期 (加 曽利 EⅢ式期)の地点貝塚と思われ

る。また,堆積状況から,第 1号住居跡の廃絶後に貝の投棄が行われた屯のと思われる。

第 1号地点貝塚のヤマ トシジミについては,第24図 に示すように堆積範囲に50cmの メッシュ

を組んで小 グリッドに分け, グリッド毎に取 り上げて,ヤ マ トシツミと土の重量を計測 した。計

測 した結果については,表 4に示す。(各 グリッドの上段がヤマ トシジミの重量 ,下段が土の重量 )

ヤマ トシジミの殻長・殻高分布 グラフ(第25図 )

完形のヤマ トシジミを比較的多量に含むC4ブ ロックについて,ヤ マ トシジミの殻長・殻高の

分布 グラフを作成 した。任意に100イ固の貝殻 (520,4ヮ )を取 り出 して,そ れぞれ殻長・殻高を 2

mm単位で測定 した。

表 4 第 1号地点貝塚

小グ リッド毎のヤマ トシジミ・土の重量一覧表

1 3 4 5 計

A
0 0 0

0

0.1

0 0 1.5 0 1.5

B
0.2 0.3 5.0 2.5 0.1

0.5

8.1

35,83.0 2.4 14.5 15。 4

C
3.0 9.8 5。 2 16。 9 21.6

30.8

56.5

94.95。 5 15.8 12.9 29.9

D
0 1.5 1.2 0.4 12.6

26.4

15.7

43.04.9 7.0 4.1 0.6

E
0.1 1.3 5.0 14。 4 0.8 21

41

ｒ
υ
　
一　
つ
る0.9 4.6 9.7 25。 O 1.0

F
0.1

1.0

0.8 6.5 8.8 0 16.2

42.38.3 16.5 16.5 0

G
1.0

1.8

0.7

6.0

0 0 1.8

9。 61.8 0 0

計
4.4 14.4 23.1 43.0 35。 1 120.0

17.1 44.1 61.0 87.4 58.7 268.3

※堆積範囲に小グリッド(50cmメ ッシュ)を設定 (単位はKg)

第 2号地点貝塚 (第26図 )

位置 Blf5区 からBlf6区 。

重複関係 第 3号住居跡の南西部の覆土下層から確認されている。

第25図 第 1号地点貝塚出土ヤマ トシジミ

殻長・殻高分布グラフ
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規模と堆積状況 貝の堆積は 2地点に分かれ,A地点 (P6の上位)が長径120cm程,短径50cm

程の細長い不定形状で,B地点 (P5の上位)が長径50cm程 ,短径40cm程 の不定楕円形状で確

認されている。貝層は純貝層と滉土貝層からなり,床面から2～ 3cm程上位から堆積 している。

層厚は, 2地点共20～40cm程である。

遺物 貝種は淡水産のヤマ トシジミのみで,出土量は遺物収納箱(60× 40× 20cm)に 2箱程であ

る。A地点の貝の総重量は4.5kg,B地点の貝の総重量は31.5kgで ある。貝層の中からは他の遺

物は出土 していないが,周囲の覆土中及び貝層の上層から,投棄されたものと思われる縄文式上

器片が多量に出上 している。

所見 本跡は,貝層周囲の出土遺物等から,縄文時代中期 (加 曽利EⅢ式期)の地点貝塚と思わ

SI-3

● 北″

0               2m

＼
、 宅 ノ

//~＼
r    P4   1
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第26図 第 2号地点貝塚実測図
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れる。また,堆積状況から,第 3号住居跡の廃絶後に貝の投棄が行われたものと思われる。

5 遺構外出土遺物

05熊 %

当調査区の遺構外出土遺物について,観察表,実測図及び拓影図でその一部を紹介する。

電
~鰹~∧

‖謬

葵t∧ (〇1賂
|

4S=ケろ

8

第27図 遺構外出土遺物実測・拓影図

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器 種
計 測 値 (cm) 三塁

＞ｇ

重

＜

現 存 率

(%)
出 土 地 点 備  考

最 大 長 最 大 幅 最 大 厚

第27図 1 泥 面 子 2.7 0.7 100 表  採 DP81

土器片鍾 1.2 100 表  採 DP82

図版番号 器 種
計 測 値

石 質 出 土 地 点 備 考
長さ⑬→ 旧 ω 厚さ⑤→ 重量 (g)

第27図 3 石   鏃 2.1 0.5 チャートロ区 表  採 Q9

石   鏃 0.5 (1.5) チャート団区 表  採 Q10
磨製石斧 (20.0) 蛇 紋 岩 表  採 電υll

磨製石斧 (47.9) 緑色凝灰岩 表  採 Q12
7 石   錘 5.2 45 6 頁   岩 表  採 Q13

磨   石 7.8 734.6 安 山 岩 表  採 Q14
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図版番号 器 種
計 測 値

石 質 出 土 地 点 備 考
長さω 幅 lQnl 厚さ億→ 董昌 (g)

身子27[コ 9 磨   石 6.2 78.5 安 山 岩 表  採 Q15

第 3節 まとめ

日枝西遺跡は,今回の調査によって縄文時代の住居跡が3軒確認された。時期 tよ ,出土遺物等

から,いずれも中期後半の加曾利EⅢ式期と考えられる。ここでは, 3軒の住居跡の形態や出土

した遺物等についてのまとめとする。

3軒の住居跡の平面形は,円形ないし精円形で,炉は地床炉であり,住居跡のほぼ中央部に付

設されている。床面積をみると,第 1号住居跡は27.4m2,第 2号住居跡は15.Om2,第 3号住居跡

は45.5m'程で,第 1・ 3号住居跡に比べ,第 2号住居跡が小型の住居跡となっている。

第 1号住居跡からは,約 120kg,第 3号住居跡からは約36.Okgの ヤマ トシジミが出上 している

が,第 2号住居跡からは出土 していない。このことから,第 2号住居跡は第 1・ 3号住居跡より

も新 しい可能性をもつと考えられる。

遺物は,投棄されたと思われる加曽利EⅢ式期の深鉢等の破片が多く,特に,第 3号住居跡か

らは遺物収納箱(60× 40× 20cm)に 8箱程出土 している。住居廃絶後の上器の投棄は吹上パター

ンといわれるタイプであり, 3軒の住居跡からは,完形の土器は 1個体も出土 していない。土器

片の中には,太い隆帯による渦巻文の施されたもの,波状口縁に把手が設けられたもの,櫛歯状

沈線文や刺突文の施された粗製土器,複節縄文の施された精製土器等が含まれている。また,祭

祀に使用されたと思われる「陽物土製品」,赤彩された「有子し鍔付土器」も出土 している。出土

した土器の量に比べ,石器・ 石製品の出土量は少ないが,雑な作 りの上器片錘は77個 出土 してい

る。当遺跡は,縄文時代中期後半に集落が形成されている。集落については,調査区が道路幅と

いう限定された範囲であるため,全容を明らかにすることはできないが, この同一台地上の北西

約0.5km程 にある小山台只塚との関連性が注目される。

赤考文献

(1) 茎崎町教育委員会  『茎崎村史』 1973年

(2) 小山台発掘調査団  『小山台貝塚』 1976年

(3) 取手市教育委員会  『取手市史 原始古代 (考古)資料編』 1989年

(4) 長崎元広  「縄文の男根状土製品」『長野県考古学会誌』 1976年

(5) 石野博信  『 日本の原始・古代住居の研究』 吉川弘文館 1990年
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第4章 上岩崎南遺跡

第 1節 遺跡の概要

上岩崎南遺跡は,稲敷郡茎崎町の西部 (上岩崎地区),西谷田川左岸の標高21～22mの台地上

に立地 している。現況は畑で,今回の調査区域は,南北に約39m,東西に約18m,面積703m2で

ある。

今回の調査によって,中 。近世の濤 1条が確認されている。

第 1号濤は,調査区の南部をほぼ東西に横切るように確認され,東西の両端はさらに調査区外

に延びている。また,第 1号濤の南部壁際に小型の濤が確認され,西端は調査区外に延びている。

濤の覆土内から,古銭 (永築通賓)や縄文式上器片が出土 しているが,濤の時期や性格につい

て判断できる遺物は,出土 していない。

第 2節 遺濤と遺物

当遺跡からは, 1条の濤が確認されたが,出土遺物がなく時期や性格について明らかにするこ

とは困難であった。ここでは,調査結果に基づき濤の規模や形状等を中心に記載する。

第 1号薄 (第29図 )

位置 Blb7区 からBl悦区

規模と形状 Blb。区から西へ直線的に延びている。確認された長さ13.85m,上幅4.20～ 4.95m,

下幅2.65～ 3.25m,深 さ0.75～ 0.95mで ,断面 F― d状に掘 り込まれている。底面は平坦で,

壁は外傾 して立ち上がっている。濤の両端共調査区外に延びている。

また,南壁下には同時期に掘 り込まれた,長 さ8.75m,上幅0.23～ 0,65m,深さ0,08～ 0.30m

で,断面「 A戸」状の濤が確認されている。

方向 N-81° 一W

覆± 6層からなる。 1層はローム小ブロック少量,黒褐色土を多量に含む暗褐色土, 2層 はロー

ム小ブロック少量,黒褐色土多量,焼土粒子を極少量含む暗褐色土, 3層はローム中ブロック中

量,焼土粒子を極少量含む褐色土, 4層はローム小ブロック少量,黒褐色土多量,焼土粒子を極

少量含む黒褐色土, 5層はローム小ブロック少量,黒褐色土を中量含む黒褐色土, 6層はローム

粒子を中量含む褐色土である。

遺物 流れ込みと思われる縄文式土器片や古銭 (永築通賓)が覆土上層から出土 している。

所見 本跡は,遺構に伴 う出土遺物もなく,詳細な時期や性格については不明である。

濤
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2 遺 構 外 出土 遺 物

当調査区の遺構外出土遺物について,観察表,実測図及び拓影図でその一部を紹介する。

縄文式上器 (第30図 )

3～ 6は胴部片であり,それぞれ撚糸文が施されている。早期の撚糸文系の土器に比定される。

7～ 9は胴部片であり,いずれも沈線内に縄文が充墳されている。後期加曽利B式上器に比定さ

れる。10は 回縁部片である。複合口縁で, 口縁部には横位の細い沈線の下に無節の縄文が施され

ている。

1・2S=%    5    6

∞―∞  ◎ 慈謹釜哲一打

頃 孔 膨 頭 ヨ 2 鱒
一打 欝 ―母

第30図 遺構外出土遺物実測・拓影図

Ｍ
川
Ｗ

３

一隠

0              10Cm

遺構外出土遺物観察表

図版番号 銭   名 初 鋳 年 西   暦 鋳造地名 出 土 地 点 備 考

第30図 1 永築通賓 明 永楽 6年 1408 中国 SD-1覆土中 M2

図版番号 器   種
計 狽1 値

出 土 地 点 備 考
長さ億→ 隔 ⑪ 厚さ色の 重畳 (g)

第30図 2 煙   管 4.0 SD-1覆土中 Ml
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第 3節 まとめ

上岩崎南遺跡の今回の調査によって,調査区の南部をほぼ東西に横切る濤が 1条確認されたが ,

濤の時期や性格について判断できる遺物は出土 していない。ここでは,発掘の成果や伝承等を記

載 し, まとめとしたい。

確認された第 1号濤の規模は,上幅4.20～ 4.95m,下 幅2.65～ 3.25m,深 さ0,75～ 0.95mで ,

断面 F― 」状に掘 り込まれている。底面は平坦で,壁は外傾 して立ち上がっている。形状から

排水路,堀,あ るいは道路の可能性を含めて調査を行った。その結果,硬化面は確認されず,道

路の可能性は低いものと判断した。

第 1号濤の性格を考えるうえで,関連の可能性があるものと思われる伝承が, この上岩崎地区

に残っている。

幕末期,上岩崎村は旗本上杉氏・阿部氏・窪田氏の相給であり, この上岩崎南遺跡を含む一帯

は窪田氏の領地であった。そこには長雨や集中豪雨が来ると,辺 リー面沼の様になってしまう窪

地 (上岩崎南遺跡の東側約100m程離れた「分免窪」と呼ばれる窪地)が存在 していた。そこで

窪地に溜まった水を排水 しようとして,排水路を掘ったということである。窪地の東側にある牛

久沼 (谷田川)の方へも排水できそうであるが,東側は他領であるため, 自領内を通 して西谷田

川へ排水 しなければならなかった。排水先は現在の西谷田川沿いの「中台船着」,「清水谷船着」

と呼ばれる2か所のどちらかであったということである。

明治時代の地租改正時に作成された,当時の地籍図 (染野氏蔵)には,排水路の記載はみられ

ないが,現在でも「分免窪」と呼ばれる一帯は存在 し,台風等の大雨の後は水が溜まり, lm程

の深さまでも達するとのことである。

第 1号濤の形状から見て,通常水が流れていたものとは考えにくく,普段は空堀として存在 し,

臨時に使用 したものと思われる。また,近世の濤の可能性は高く,地域に残る伝承と考え合わせ

てみても興味深い。
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版図真写

日 枝 西 遺 跡

上 岩 崎 南 遺 跡



日枝西遺跡 PL4

遺跡全景

調査前全景

遺構確認状況

調査終了後全景



第 1号住居跡

日枝西遺跡

第 1号地点貝塚上層

第1号住居跡・第 1号地点貝塚 貝・遺物出土状況 第 1号住居跡・第 1号地点貝塚 貝・遺物出土状況

第 1号住居跡 。第 1号地点貝塚 土層断面 第 1号住居跡遺物出土状況

第 1号住居跡遺物出土状況 第 1号住居跡遺物出土状況



日枝西遺跡

第 2号住居跡

PL3

第 2号住居跡遺物出土状況

第 2号住居跡遺物出土状況 第 2号住居跡遺物出土状況

第 2号住居跡遺物出土状況 第 2号住居跡遺物出土状況

第 3号住居跡遺物出土状況



PL4

第 3号住居跡遺物出土状況

日枝西遺跡

第 3号住居跡遺物出土状況

第 3号住居跡遺物出土状況 第 3号住居跡遺物出土状況

第 3号住居跡遺物出土状況 第 3号住居跡遺物出土状況

第 2号地点貝塚出土状況 A 第 2号地点貝塚出土状況 B
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第 2号土坑

・ 5・ 6号土坑

第 6号土坑 第 7号土坑

ウIか||'・

第 10・ 11号土坑 第12号土坑



PL6 日枝西遺跡

第14。 15号土坑

li!■|■ ■||

第17号土坑 第20号土坑

第27号土坑第26号土坑

第30号土坑
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第44号土坑 第45号土坑

第48号土坑 第55号土坑



PL8 日枝西遺跡
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8-3

第 1～ 3号住居跡出土遺物



日枝西遺跡 PL9



P L40

第 3号住居跡出土遺物

第 1号住居跡出土土器片錘
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第 1・ 2号住居跡出土土器片錘

15■26

第 3号住居跡出土土器片錘
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第 3号住居跡出土土器片錘
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第 1号住居跡出土縄文式土器片
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第 1号住居跡出土縄文式土器片
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9--39

第 1号住居跡出土縄文式土器片

第 2号住居跡出上縄文式上器片

第 3号住居跡出土縄文式土器片

17--117   16-119

17--104

第 3号住居跡出土縄文式土器片 第 3号住居跡出土縄文式上器片
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第 1・ 3号住居跡出土石器

第 3号住居跡・遺構外出土石器
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第 2号住居跡出土土製品 遺構外出土土製品
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P L45上岩崎南遺跡

第 1号滞土層断面
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第 1号溝
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